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１, はじめに   

 日本における花崗岩類の分布地域では、

これまでに数多くの土砂災害が発生してお

り、その中でも集中豪雨に伴って発生する

土砂災害は非常に甚大な被害をもたらすこ

とが多い。特に 2009 年に山口県防府市で発

生した土石流災害や 2017 年の九州北部豪

雨、2018 年の西日本豪雨での土砂災害では

甚大な人的・物的被害が発生しており記憶

に新しい（若月ほか, 2010; 木村ほか, 2018; 

加藤ほか, 2023 など）。これらの災害は風化

した花崗岩類が豪雨を誘因として崩壊した

災害事例である。風化した花崗岩類はコア

ストーンを形成しながら砂状・砂質土状に

変化し真砂土を形成することが知られてお

り、これまでにその変質プロセスと斜面崩

壊の関係について数多くの研究がなされて

きた。戸邉ほか（2007）は、花崗閃緑岩と

花崗岩の岩相の違いによる崩壊発生密度の

差について検討し、同じ降雨条件下におけ

る崩壊密度の差異の要因として、風化様式

の違いやその進行度を挙げている。具体的

には花崗岩と花崗閃緑岩における構成鉱物

の違いによる風化時の粘土鉱物の含有割合

や、それに伴って形成される風化層の厚さ

の差異が崩壊発生密度に影響することが示

された。一般に花崗岩類は複数の鉱物種か

ら構成されており、これらの鉱物はそれぞ

れ異なる風化速度をもつため、構成鉱物組

成が異なれば風化程度や崩壊形態にも違い

が現れると推察される。 

２ , 九州北部の花崗岩類の岩石学的特徴の

例 

 九州北部には白亜紀花崗岩類（北部九州

バソリス）が広く分布しており、17～19 岩

体に区分されている（大和田ほか, 2010; 柚

原ほか, 2019 など）。その一つである朝倉花

崗閃緑岩体は、中粒～粗粒で完晶質半自形

粒状組織を示し、主に斜長石、角閃石、黒

雲母、石英およびアルカリ長石で構成され、

副成分鉱物としてジルコンや二次鉱物の緑

泥石と緑簾石を含む（濱野ほか, 2025）。岩

体内では岩石粒度や有色鉱物の含有量比の

特徴が変化するため、花崗閃緑岩の組成や

冷却速度が同一岩体内でも異なることが考

えられる。この特徴はモード組成分析で得

られた苦鉄質鉱物量比の増減と相関を示し、

その変化に伴って全岩化学組成も異なる。 

３, 研究目的  

 前述の通り朝倉岩体では、同一の花崗閃

緑岩岩体内で岩石の粒度や構成鉱物の含有

量比の変化が顕著であり、その変化に伴っ

て化学組成が異なることが明らかとなった。

そのため、花崗岩と花崗閃緑岩のような大

きなスケールだけでなく、花崗閃緑岩の岩

体内でも岩石の粒度や組成などの岩石学的

な特徴の変化が風化や崩壊に影響をもたら

すことが考えられる。そこで本研究では、

2017 年の九州北部豪雨で斜面崩壊が多発

した北部九州の杷木花崗閃緑岩体を対象に、

花崗閃緑岩の岩石学的な特徴と、その風化

や崩壊様式との関係性を評価することを目

的とした。これにより、花崗閃緑岩が真砂

土化するプロセスや風化層の厚さの違いに

ついて、新たな視点で検討することで崩壊

様式の差異を理解することができ、花崗閃
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緑岩分布地域における斜面災害のリスク評

価や体系的な理解が深まることが期待でき

る。本研究では複数地点の崩壊地と新鮮な

岩石の観察、およびそれぞれの箇所での降

雨量の差異から、上記の目的に関して検討

した。 

４, 杷木花崗閃緑岩体  

４.１, 花崗閃緑岩の特徴 

 杷木花崗閃緑岩体は東西に２分されたス

トック状岩体であり、岩体内に広く分布す

る主岩相と普通角閃石斑状岩相から構成さ

れる（油原ほか, 2020）。主岩相は主に斜長

石、石英、黒雲母、カリ長石、普通角閃石

からなり、副成分鉱物としてチタン石、褐

れん石、燐灰石、ジルコン、不透明鉱物を

含む。また、普通角閃石斑状岩相は主に斜

長石、石英、黒雲母、カリ長石、普通角閃

石からなり、副成分鉱物として褐れん石、

燐灰石、ジルコン、不透明鉱物を含む（油

原ほか, 2020）。岩体の概査による網羅的な

サンプリングにより、朝倉岩体と同様に杷

木花崗閃緑岩でも粒度や有色鉱物量比にば

らつきがあることがわかった。ImageＪを用

いた岩石スラブの写真判読では、有色鉱物

の含有量比が 13.3 %～75.2 ％の範囲で差

異があることがわかった。また、岩体内の

分布に着目すると、西側の岩体は有色鉱物

の含有量比が高く比較的細粒な岩石が多く

分布することがわかった。 

４.２, 岩石学的な特徴の変化と斜面崩壊 

 西側の岩体は比較的多くの斜面崩壊が発

生しており、最大 3 時間降雨量も多い。ま

た、斜面崩壊地やその周辺露頭で、風化深

度を観察した。結果、有色鉱物の含有量が

比較的多い地点で深くまで風化しているこ

とを示唆するデータが得られた。 

 以上より、得られたデータを GIS 上にプ

ロットし、現時点でみられる岩石学的な特

徴の差異が崩壊の発生に与える影響につい

て検討を行った。最大３時間降水量が   

150 mm 以上の地点で崩壊が多発しており、

比較的有色鉱物の多い岩石の分布地域で崩

壊発生密度が高くなる。また、有色鉱物含

有量と風化深度に相関がある可能性が認め

られた。 

５, 課題  

 今後は岩石の組成や真砂土の組成、粘土

鉱物含有量などのデータを求め、花崗閃緑

岩の風化と崩壊露頭の特徴を比較すること

で、岩石の特徴による斜面崩壊への影響を

評価する。 
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